
【作品例：ぼくのすきなまちのゆうひ 】 【作品例：どうぶつパズル２】 

2019年 9月 5日 

Ref.19-0905-036 

にいがたのモスで楽しむ“食欲の秋・芸術の秋” 

障がい者アート展「新潟 MOS ごと美術館 2019 with cotocoto」 

「第 34回国民文化祭・にいがた 2019」 

「第 19回全国障害者芸術・文化祭にいがた大会」協力事業 

 
モスバーガーを展開する株式会社モスフードサービス（代表取締役社長：中村 栄輔、本社：東京

都品川区）では、2019 年 9 月 30 日（月）～11 月 30 日（土）の 2 か月間、新潟県のモスバーガー   

全 22店舗にて、「新潟 MOS ごと美術館 2019 with cotocoto」を開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「新潟 MOSごと美術館※1」は、新潟県の「まちごと美術館 cotocoto」事業に賛同し、2016 年に県

内の店舗でスタートした企画で、今回で 4回目の実施となります。食べ物や風景など、ほっこり楽し

めて元気が出る、またお店の雰囲気に合う作品を各店舗 2点ずつ展示、店ごとにさまざまなアートを

ご鑑賞いただけます。また作品には作者の紹介を添えて展示し、障がい者アートがより身近に感じら

れる工夫をします。モスバーガーを通じて、障がい者アートに触れる機会を創出することで、地域、

施設、作家ご本人やご家族から多く反響をいただいています。 

※1「MOS ごと美術館」の紹介動画 https://www.mos.jp/cp/mosgotobijyutsu/ 

 

なお、今回の「新潟 MOSごと美術館 2019 with cotocoto」は、新潟県で開催される

国内最大級の文化の祭典「第 34回国民文化祭・にいがた 2019、第 19回全国障害者芸

術・文化祭にいがた大会※2」の協力事業として開催します。新潟にお住まいの方だけ

でなく、文化祭で新潟に訪れるさまざまな方に障がい者アートの魅力をお伝えします。 

※2「第 34 回国民文化祭・にいがた 2019、第 19 回全国障害者芸術・文化祭にいがた大会」公式サイト https://niigata-futtotsu.jp/ 

 

●「まちごと美術館 cotocoto」事業について（詳細 URL: https://cotocoto-museum.com/） 

新潟県の企業※3 が、2016 年 7 月から地域の団体などと協力しながら本格稼働した事業です。障が

いのある方のアート作品を店舗や施設などに貸し出すことで、街全体をアートで彩りながら、障がい

のある方の雇用や収入増、社会との接点づくりに繋げていく取り組みです。2019年 6月末現在、県内

の福祉施設の利用者など 20 名以上が出品しており、約 260作品を取り扱っています。 

※3 cotocoto 事業の事務局は株式会社バウハウス（新潟市）が担当しています。 

＜実施概要＞ 

■名称 ：「新潟 MOSごと美術館 2019 with cotocoto」 

■期間 ：2019年 9月 30日（月）～11月 30日（土）の 2か月間 

■場所 ：新潟県内のモスバーガー全 22店舗 

【ポスター】 



【参考】「東京 MOSごと美術館 2019」開催の様子 

 現在、東京都のモスバーガー10店舗※4にて、「東京 MOSごと美術館 2019」を開催しています。その

様子をご紹介いたします。＜開催期間：2019年 7月 24日（水）～9月 23日（月・祝）の 2か月間＞ 

※4 秋葉原末広町店、大崎店、国立大学通り店、洗足池店、千鳥町店、成増店、西葛西北口店、西葛西南口店、東久留米滝山店、六本木店 

 

 

 

 

 

 

 

 

（西葛西南口店）        （六本木店）        （国立大学通り店） 

＜主な作品・作者紹介＞ 

●『モスバーガー』（展示場所：六本木店） 

作    者：小田 潤（おだ じゅん） 

プロフィール：1985年生まれ。好きな自動車や公園のブランコ、過去の思い出に、ふとテレビで流れ

たイメージまでモチーフはさまざま。「○○描いて」との提案にも応じて描く。彩色に

こだわりがあり、自分の納得する色の濃さになるまで丹念に塗り続ける。描き終えた

後にジュースを一気に飲むのが至福のとき。 

 

 

 

 

 

 

 

●『難崖富士山（なんがいふじさん）』（展示場所：国立大学通り店） 

作    者：石栗 仁之（いしぐり ひろゆき） 

プロフィール：作品は一見すると淡彩の風景画のように見えるが、よく見るとびっしりと線が書き込

まれていることに気がつく。さらにいずれの絵もその隅には“スタート”と“ゴール”

の文字がある。これは絵全体が迷路として描かれている。石栗さんは小学校 5年生の

時、友人が迷路を書いているのを見て「自分もできるのでは？」と書き始めた。それ

以来一貫して迷路を書いている。宇宙や動物の図鑑を好み、休日は図書館から借りて

きた本を読んで過ごすことが多い。 

 

 

 

 

 

 

 

＜報道関係者からのお問い合わせ先＞ 

株式会社モスフードサービス 広報 IRグループ  TEL. 03-5487-7371 FAX. 03-5487-7389 

https://www.mos.co.jp/company/    E-mail.  pr@mos.co.jp  

＜お客様からのお問い合わせ先＞ 

 お客様相談室 TEL.0120-300900 

https://www.mos.co.jp/company/

